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Data Collector Reference - サービス

ノードデータ収集

Data Infrastructure Insightsは、エージェントをインストールしたノードから指標を収集
します。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]*で、オペレーティングシステム/プラットフォームを選択します。統合データ
コレクタ（ Kubernetes 、 Docker 、 Apache など）をインストールすると、ノードのデータ収集も設定さ
れることに注意してください。

2. 指示に従って、エージェントを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシステム
またはプラットフォームのタイプによって異なります。

オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタがノードの指標として収集されます。

オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

ノードファイルシステム ノード UUID デバイスの
パスタイプ

ノード IP ノード名ノード
OS モード

空き inode 空き inode 使
用済み合計使用済み合計
inode 数

ノードディスク ノード UUID ディスク ノード IP ノード名ノード
OS

IO 時間進行中の合計
IOPS 読み取りバイト数（
1 秒あたり）読み取り時
間合計読み取り数（ 1 秒
あたり）加重 IO 時間合計
書き込みバイト数（ 1 秒
あたり）書き込み時間合
計書き込み時間（ 1 秒あ
たり）現在のディスクキ
ュー長書き込み時間読み
取り時間（ I/O 時間）

ノードCPU ノード UUID CPU ノード IP ノード名ノード
OS

システム CPU 使用率ユー
ザー CPU 使用率アイドル
CPU 使用率プロセッサー
CPU 使用率割り込み CPU
使用率 DPC CPU 使用率
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オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

ノード ノードUUID ノード IP ノード名ノード
OS

カーネル起動時間カーネ
ルコンテキストスイッチ
(1 秒あたり ) カーネルエ
ントロピー利用可能なカ
ーネル割り込み (1 秒あた
り ) カーネルプロセスの
分岐 (1 秒あたり )
Memory Active Memory
Available Total Memory
Buffered Memory Buffered
Memory Cached Memory
Commit Limit Memory
Committed as Memory
Dirty Memory Free
Memory High Free
Memory High Total
Memory ヒュージメモリ
ヒュージメモリヒュージ
メモリヒュージメモリヒ
ュージメモリヒュージメ
モリメモリヒュージメモ
リメモリメモリメモリロ
ーメモリマッピングメモ
リページテーブル メモリ
共有メモリスラブメモリ
スワップキャッシュメモ
リスワップフリーメモリ
スワップ合計メモリ使用
メモリ合計メモリ使用メ
モリ vmalloc 合計メモリ
使用メモリ vmalloc 合計
メモリ使用メモリメモリ
使用メモリメモリメモリ
メモリメモリメモリ書き
込み回数合計メモリ書き
込みキャッシュエラーメ
モリゼロエラーメモリペ
ージエラーメモリページ
メモリページエラー 非ペ
ージメモリページングメ
モリキャッシュコアメモ
リスタンバイメモリスタ
ンバイキャッシュ通常メ
モリ予約メモリの遷移障
害プロセスブロックプロ
セス停止プロセス呼び出
しプロセス実行プロセス
停止プロセス停止プロセ
ス実行プロセス停止プロ
セス合計スレッドプロセ
ス不明プロセスプロセッ
サキュー長スワップフリ
ースワップ使用合計 Swap
In Swap In Swap Out
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オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

ノードネットワーク ネットワークインターフ
ェイスのノード UUID

ノード名ノード IP ノード
OS

送信された受信バイト数
パケットを送信送信パケ
ットを破棄しました送信
エラーパケット受信破棄
されたパケット受信エラ
ーパケット受信したパケ
ット送信しました

セットアップ

セットアップとトラブルシューティングの情報については、ページを参照し"エージェントの設定"てくださ
い。

ActiveMQ データコレクタ

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してActiveMQから指標を収集
します。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。[ActiveMQ]を選択します。

Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選択
します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
場合だけです。

4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。
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セットアップ

詳細については、 "ActiveMQ のドキュメント"
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オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。

オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

ActiveMQ キュー ネームスペースキューポ
ートサーバ

ノード名ノード IP ノード
UUID

消費者数キューカウント
キューサイズ

ActiveMQ サブスクライバ クライアント ID 接続 ID
ポートサーバーの名前空
間

は、アクティブなデステ
ィネーションノード名ノ
ード IP ノード UUID ノー
ド OS セレクタサブスク
リプションです

Dequeue Count
Depatched Count
DeQueue Size Dequeue
Count Pending Queue
Size （デキューカウント
ディスパッチキューカウ
ントキューサイズ）

ActiveMQ トピック トピックポートサーバー
の名前空間

ノード名ノード IP ノード
UUID ノード OS

消費者数キューカウント
キューカウントサイズ

トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。

Apache Data Collector

このデータコレクタを使用すると、テナント上のApacheサーバからデータを収集できま
す。

前提条件

• Apache HTTP Server がセットアップされ、適切に実行されている必要があります

• エージェントのホスト / VM に対する sudo 権限または管理者権限が必要です

• 通常、 apache_mod_status_module は、 Apache サーバの「 /server-status?auto 」場所にページを公開
するように設定されています。使用可能なすべてのフィールドを収集するには、 ExtendedStatus オプシ
ョンを有効にする必要があります。サーバの設定方法については、Apacheモジュールのドキュメントを
参照してください。 https://httpd.apache.org/docs/2.4/mod/mod_status.html#enable

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。Apacheを選択します。

Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選択
します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
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場合だけです。

4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。

セットアップ

Telegraf の Apache の HTTP Server 用プラグインは 'OD _status' モジュールを有効にする必要があります。こ
れを有効にすると、 Apache の HTTP サーバは、ブラウザで表示したり、 Apache の HTTP サーバ設定の状
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態を抽出するためにスクレイピングされた HTML エンドポイントを公開します。

互換性：

構成は Apache の HTTP Server バージョン 2.4.38 に対して開発されました。

mod_status を有効にします。

'OD_status' モジュールを有効にして公開するには、次の 2 つの手順を実行します。

• イネーブルモジュール

• モジュールから統計情報を公開しています

イネーブルモジュール：

モジュールのロードは '/usr/local/apache/conf/httpd.conf ' の下の config ファイルによって制御されます。構成
ファイルを編集し、次の行のコメントを解除します。

LoadModule status_module modules/mod_status.so

Include conf/extra/httpd-info.conf

モジュールからの統計情報の公開：

'OD_status' の公開は '/usr/local/apache2/conf/extra /httpd-info.conf' の下の config ファイルによって制御され
ます。設定ファイルに次のものがあることを確認してください ( 少なくとも、他のディレクティブが存在する
ことを確認してください ) 。

# Allow server status reports generated by mod_status,

# with the URL of http://servername/server-status

<Location /server-status>

    SetHandler server-status

</Location>

#

# ExtendedStatus controls whether Apache will generate "full" status

# information (ExtendedStatus On) or just basic information

(ExtendedStatus

# Off) when the "server-status" handler is called. The default is Off.

#

ExtendedStatus On

「MOD_STATUS」モジュールの詳細な手順については、"Apache のドキュメント"

オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。
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オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

Apache ネームスペースサーバ ノード IP ノード名 Port
Parent Server Config
Generation Parent Server
MPM Generation Server
Uptime が停止しています

ビジーワーカーバイト /
要求バイト / 秒 CPU 子シ
ステム CPU 子ユーザ
CPU 負荷 CPU システム
CPU ユーザ非同期接続ク
ローズ非同期接続キープ
アライブ非同期接続書き
込み接続維持アイドル接
続書き込み接続書き込み
接続要求ごとの合計時間
アイドルワーカー負荷平
均（過去 1 分）負荷平均
（過去 15 分） プロセス
リクエスト数 / 秒合計ア
クセス時間合計合計
KBytes スコアボードクロ
ージングスコアボード
DNS ルックアップスコア
ボード仕上げスコアボー
ドアイドルクリーンアッ
プスコアボードキープア
ライブスコアボードログ
スコアボードオープンス
コアボードスコアボード
閲覧スコアボードスコア
ボード送信スコアボード
開始スコアボード待機中

トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。

総領事データ収集

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してConsulから指標を収集し
ます。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。Consulを選択します。

収集用のエージェントを設定していない場合は、テナントで要求され"エージェントをインストールしま
す"ます。

エージェントがすでに設定されている場合は、適切な OS またはプラットフォームを選択し、 [* Continue
（続行） ] をクリックします。

2. [Consul Configuration] 画面の指示に従って、データコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用
するオペレーティングシステムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。
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セットアップ

詳細については、を参照して"総領事からのご説明"ください。

接続のためのオブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。

オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

総領事 ネームスペースチェック
ID サービスノード

ノード IP ノード OS ノー
ド UUID ノードネームサ
ービス名チェックネーム
サービス ID ステータス

重大な合格警告

トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。

Couchbase Data Collector

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してCouchbaseから指標デー
タを収集します。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。[Couchbase]を選択します。

Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選択
します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
場合だけです。

4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。
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セットアップ

詳細については、を参照して"Couchbase ドキュメント"ください。

オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。
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オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

Couchbase Node ネームスペースクラスタ
の Couchbase ノードホス
ト名

ノード名ノード IP メモリ空きメモリ合計

Couchbase バケット ネームスペースバケット
クラスタ

ノード名ノード IP Data Used Data fetches
Disk Used Item Count
Memory Used Operations
per Second Quota Used
（使用データフェッチデ
ィスクの使用アイテム数
1 秒あたりのメモリ使用
量

トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。

CouchDB データコレクタ

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してCouchDBから指標データ
を収集します。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。[CouchDB]を選択します。

Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選択
します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
場合だけです。

4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。
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セットアップ

詳細については、を参照して"CouchDB のドキュメント"ください。

オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。
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オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

CouchDB ネームスペースサーバ ノード名ノード IP 認証キャッシュヒット認
証キャッシュミスデータ
ベースの読み取りデータ
ベース書き込みデータベ
ースオープン OS ファイ
ル最大要求時間最小要求
時間 httpd 要求メソッドの
コピー httpd 要求メソッド
の削除 httpd 要求メソッド
の削除 httpd 要求メソッド
の取得 httpd 要求メソッド
のヘッド httpd 要求メソッ
ドの POST httpd 要求メソ
ッドのステータスコード
200 201 ステータスコー
ド 202 ステータスコード
301 ステータスコード
304 ステータスコード
400 ステータスコード
401 ステータスコード
403 ステータスコード
404 ステータスコード
405 ステータスコード
409 ステータスコード
412 ステータスコード
500

トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。

Docker Data Collector

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してDockerから指標を収集し
ます。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。[Docker]を選択します。

収集用のエージェントを設定していない場合は、テナントで要求され"エージェントをインストールしま
す"ます。

エージェントがすでに設定されている場合は、適切な OS またはプラットフォームを選択し、 [* Continue
（続行） ] をクリックします。

2. Docker Configuration 画面の指示に従って、データコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用
するオペレーティングシステムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。
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セットアップ

Telegraf Docker 用入力プラグインは、指定された UNIX ソケットまたは TCP エンドポイントを介してメトリ
ックを収集します。

互換性

Docker バージョン 1.12.6 に対して構成が開発されました。

セットアップ中です

UNIX ソケット経由で Docker にアクセスする

Tegraf エージェントが BareMetal 上で実行されている場合は、次のコマンドを実行して、テレグラフ UNIX

14



ユーザを Docker UNIX グループに追加します。

 sudo usermod -aG docker telegraf

Telegraf エージェントが Kubernetes
ポッド内で実行されている場合は、ソケットをポッドにボリュームとしてマッピングし、そのボリ

ュームを /var/run/docker.sock にマウントすることで、 Docker Unix

ソケットを公開します。たとえば、 PodSpec に次の情報を追加します。

volumes:

...

- name: docker-sock

hostPath:

path: /var/run/docker.sock

type: File

次に、次の項目をコンテナに追加します。

volumeMounts:

...

- name: docker-sock

mountPath: /var/run/docker.sock

Kubernetesプラットフォーム用に提供されているData Infrastructure Insightsインストーラがこのマッピング
を自動的に処理します。

TCP エンドポイントを介して Docker にアクセスする

デフォルトでは、 Docker は暗号化されていないアクセスにポート 2375 を使用し、暗号化されたアクセスに
ポート 2376 を使用します。

オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。

オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

Docker Engine の略 ネームスペース Docker
Engine

ノード名ノード IP ノード
UUID ノード OS
Kubernetes クラスタ
Docker バージョンユニッ
ト

メモリコンテナコンテナ
一時停止コンテナコンテ
ナ停止 CPU 実行ルーチン
イメージリスナーイベン
ト使用ファイル記述子デ
ータ使用可能データ合計
データ使用メタデータ使
用可能メタデータ使用プ
ールブロックサイズ合計
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オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

Docker コンテナ 名前空間コンテナ名
Docker Engine

Kubernetes コンテナコン
テナハッシュ Kubernetes
コンテナポート
Kubernetes コンテナ再起
動カウント Kubernetes コ
ンテナ終了メッセージパ
ス Kubernetes コンテナ終
了メッセージポリシー
Kubernetes ポッド終了猶
予期間コンテナイメージ
コンテナステータスコン
テナバージョンノード名
Kubernetes コンテナログ
パス Kubernetes
Kubernetes コンテナ
Kubernetes Kubernetes
Kubernetes Kubernetes
Kubernetes タイプ
Kubernetes ポッド名
Kubernetes ポッドネーム
スペース Kubernetes ポッ
ド ポッド UID Kubernetes
サンドボックス ID ノード
IP ノード UUID Docker バ
ージョン Kubernetes IO
の確認 Kubernetes IO 構
成ソース OpenShift IO
SCC Kubernetes 概要
Kubernetes Kubernetes 表
示名 OpenShift タグ
Kompose サービスポッド
テンプレートハッシュコ
ントローラリビジョンハ
ッシュポッドテンプレー
ト生成ライセンススキー
マ構築日スキーマネーム
スキーマ URL スキーマ
VCS URL スキーマベンダ
ースキーマバージョンス
キーマスキーマバージョ
ンメンテナ顧客ポッド
Kubernetes 状態セットポ
ッド名テナント
WebConsole アーキテク
チャ信頼できるソース
URL ビルド日付 RH ビル
ドホスト RH コンポーネ
ント配布範囲インストー
ルリリース実行概要 VCS
タイプベンダーバージョ
ン健常性ステータスコン
テナ ID

Memory Active
Anonymous Memory アク
ティブな匿名メモリキャ
ッシュメモリ階層制限メ
モリ非アクティブな匿名
メモリ非アクティブメモ
リメモリメモリメモリメ
モリ最大使用メモリペー
ジフォールトメモリペー
ジメモリページメモリ内
でページアウトされたメ
モリ常駐セットサイズメ
モリ常駐セット全体アク
ティブ 匿名メモリアクテ
ィブファイルメモリ合計
キャッシュメモリ非アク
ティブ匿名メモリ合計非
アクティブファイルメモ
リ合計マップファイルメ
モリ総ページフォールト
メモリ総ページ主要エラ
ーメモリ合計ページイン
メモリ総ページアウトメ
モリ総常駐セットサイズ
メモリ合計常駐セットサ
イズヒュージメモリ合計
Unevictable Memory
Unevictable Memory
Usage Memory Usage
Percent Exit Code OOM
killed PID Started at
Failing Streak
(Unevictable メモリ使用
率終了コード OOM がエ
ラー終了時に PID を終了
しました
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オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

Docker コンテナブロック
IO

名前空間コンテナ名
Device Docker Engine

Kubernetes コンテナコン
テナハッシュ Kubernetes
コンテナポート
Kubernetes コンテナ再起
動カウント Kubernetes コ
ンテナ終了メッセージパ
ス Kubernetes コンテナ終
了メッセージポリシー
Kubernetes ポッド終了猶
予期間コンテナイメージ
コンテナステータスコン
テナバージョンノード名
Kubernetes コンテナログ
パス Kubernetes
Kubernetes コンテナ
Kubernetes Kubernetes
Kubernetes Kubernetes
Kubernetes タイプ
Kubernetes ポッド名
Kubernetes ポッドネーム
スペース Kubernetes ポッ
ド ポッド UID Kubernetes
サンドボックス ID ノード
IP ノード UUID Docker バ
ージョン Kubernetes 構成
表示 Kubernetes 構成ソー
ス OpenShift SCC
Kubernetes 概要
Kubernetes Kubernetes 表
示名 OpenShift タグスキ
ーマバージョンポッドテ
ンプレートハッシュコン
トローラリビジョンハッ
シュポッドテンプレート
生成 Kompose Service
Schema Build Date スキ
ーマネームスキーマベン
ダーカスタマー ポッド
Kubernetes 静的ステート
設定ポッド名テナント
WebConsole 構築日ライ
センスベンダーアーキテ
クチャ信頼できるソース
URL RH ビルドホスト RH
コンポーネント配布範囲
インストールメンテナリ
リース実行概要削除 VCS
リファレンスバージョン
スキーマ URL スキーマバ
ージョンコンテナ ID

IO サービスバイト再帰的
非同期 IO サービスバイト
再帰的 IO サービスバイト
再帰的 IO サービスバイト
再帰的な総 IO サービスバ
イト再帰的 IO サービスバ
イト再帰的 IO サービス対
象再帰的 IO サービス対象
再帰的 IO サービス対象再
帰的 IO サービス対象の再
帰的な総 IO サービス対象
IO
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オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

Docker コンテナネットワ
ーク

名前空間コンテナネット
ワーク Docker エンジン

コンテナイメージコンテ
ナステータスコンテナノ
ードバージョンノード名
ノード IP ノード UUID ノ
ード OS Kubernetes クラ
スタ Docker バージョンコ
ンテナ ID

Rx dropped RX bytes RX
Errors RX Packets TX
dropped TX Bytes TX
Errors TX パケット
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オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

Docker コンテナの CPU 名前空間コンテナ CPU
Docker Engine

Kubernetes コンテナハッ
シュ Kubernetes コンテナ
ポート Kubernetes コンテ
ナの再起動カウント
Kubernetes コンテナの終
了メッセージパス
Kubernetes コンテナの終
了メッセージポリシー
Kubernetes ポッドの終了
猶予期間 Kubernetes 構成
ソース OpenShift SCC コ
ンテナイメージコンテナ
ステータスコンテナバー
ジョンノード名
Kubernetes コンテナログ
パス Kubernetes コンテナ
名 Kubernetes コンテナ名
Docker 「 Kubernetes ポ
ッド名 Kubernetes ポッド
ネームスペース
Kubernetes ポッド UID
Kubernetes サンドボック
ス ID ノード IP ノード
UUID ノード OS
Kubernetes クラスタ
Docker バージョン
Kubernetes 概要
Kubernetes 表示名
OpenShift タグスキーマバ
ージョンポッドテンプレ
ートハッシュコントロー
ラリビジョンハッシュポ
ッドテンプレート生成
Kompose Service Schema
Build Date Schema
License Schema Name 」
と入力します スキーマベ
ンダーカスタマーポッド
Kubernetes ステータス設
定ポッド名テナント
WebConsole ビルド日ラ
イセンスベンダーアーキ
テクチャ信頼できるソー
ス URL RH ビルドホスト
RH コンポーネント配布範
囲インストールメンテナ
リリース概要アンインス
トール VCS リファレンス
バージョンスキーマバー
ジョンスキーマバージョ
ンコンテナ ID

スロットル周期スロット
ルスロットルスロットル
スロットルスロットルス
ロットルスロットルスロ
ットルスロットルスロッ
トルスロットルスロット
ル時間の使用率（ユーザ
ーモード使用率）使用率
システム使用率合計
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トラブルシューティング

問題 次の操作を実行します

設定ページの手順に従っても、Data Infrastructure
InsightsにDocker指標が表示されません。

Tegraf エージェントログを調べて、次のエラーが報告
されているかどうかを確認します。プラグインのエラ
ー [input.docdocker ]: Docker デーモンソケットに接
続しようとしたときに許可が拒否されました。接続さ
れている場合は、事前に指定した Docker Unix ソケッ
トへの Telegraf エージェントアクセスを提供するた
めに必要な手順を実行してください。

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。

Elasticsearch Data Collector

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してElasticsearchから指標を
収集します。

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。[Elasticsearch]を選択します。

Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選択
します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
場合だけです。

4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。

20

concept_requesting_support.html
concept_requesting_support.html
concept_requesting_support.html
concept_requesting_support.html
concept_requesting_support.html
concept_requesting_support.html
concept_requesting_support.html
concept_requesting_support.html
concept_requesting_support.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html


セットアップ

詳細については、を参照して"Elasticsearch のドキュメント"ください。

オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。

オブジェクト： 識別子： 属性：

Elasticsearch クラスタ ネームスペースクラスタ ノード IP ノード名クラスタステー
タス
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オブジェクト： 識別子： 属性：

Elasticsearch ノード ネームスペースクラスタ ES ノード
ID ES ノード IP ES ノードです

ゾーン ID

トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。

Flink Data Collector の使用

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してFlinkから指標を収集しま
す。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。[Flink]を選択します。

Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選択
します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
場合だけです。

4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。
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セットアップ

フルリンク展開では、次のコンポーネントが使用されます。
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JobManager ： Flink プライマリシステム。一連の TaskManager を調整しますハイアベイラビリティ設定で
は、システムに複数の JobManager が存在します。TaskManager ： Flink 演算子が実行される場所で
す。Flink プラグインは、テレグラムの Jolokia プラグインに基づいています。すべての Flink コンポーネント
から情報を収集するための要件など、 JMX はすべてのコンポーネントで Jolokia を介して設定および公開す
る必要があります。

互換性

Flink バージョン 1.7.0 に対して設定が開発されました。

セットアップ中です

Jolokia エージェント JAR

個々のコンポーネントについては、 Jolokia エージェント jar ファイルのバージョンをダウンロードする必要
があります。テストされたバージョンはでした"Jolokia 代理店 1.6.0"。

以下の手順では、ダウンロードした jar ファイル（ jolokia-jvm-1.6.0-agent.jar ）が「 /opt/Flink/lib/' 」の下に配
置されると想定しています。

JobManager

JobManager で Jolokia API を公開するように設定するには、ノードで次の環境変数を設定して JobManager
を再起動します。

 export FLINK_ENV_JAVA_OPTS="-javaagent:/opt/flink/lib/jolokia-jvm-1.6.0-

agent.jar=port=8778,host=0.0.0.0"

Jolokia （ 8778 ）には別のポートを選択できます。Jolokia をロックする内部 IP

を持っている場合は、「 catch all 」 0.0.0.0 を自分の IP

で置き換えることができます。この IP
には、テレグラムプラグインからアクセスできる必要があります。

TaskManager の略

Jolokia API を公開するように TaskManager を設定するには ' ノードに次の環境変数を設定し 'TaskManager
を再起動します

 export FLINK_ENV_JAVA_OPTS="-javaagent:/opt/flink/lib/jolokia-jvm-1.6.0-

agent.jar=port=8778,host=0.0.0.0"

Jolokia （ 8778 ）には別のポートを選択できます。Jolokia をロックする内部 IP

を持っている場合は、「 catch all 」 0.0.0.0 を自分の IP

で置き換えることができます。この IP
には、テレグラムプラグインからアクセスできる必要があります。

オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。
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オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

Flink タスクマネージャ クラスタネームスペース
サーバ

ノード名タスクマネージ
ャ ID ノード IP

ネットワーク使用可能な
メモリセグメントネット
ワーク合計メモリセグメ
ントガベージコレクショ
ン PS MarkSweep 回数ガ
ベージコレクション PS
MarkSweep 時間ガベージ
コレクション PS スカベ
ンジコレクション PS ス
カベンジカウントガベー
ジコレクション PS スカ
ベンジカウント時間ヒー
プメモリのコミットヒー
プメモリ最大ヒープメモ
リ使用スレッド数デーモ
ンスレッド数スレッド数
開始済みの合計

フリンクジョブ クラスタネームスペース
サーバジョブ ID

ノード名ジョブ名ノード
IP の最後のチェックポイ
ント外部パス再起動時間

ダウンタイムフルリスタ
ート最後のチェックポイ
ント位置合わせのバッフ
ァ最後のチェックポイン
ト期間最後のチェックポ
イントサイズ完了したチ
ェックポイント数失敗し
たチェックポイント数ア
ップタイムの進行中のチ
ェックポイント数

Flink ジョブマネージャー クラスタネームスペース
サーバ

ノード名ノード IP ガベージコレクション PS
MarkSweep Count ガベー
ジコレクション PS
MarkSweep Time ガベー
ジコレクション PS スカ
ベンジコレクション PS
スカベンジコレクション
時間ヒープメモリコミッ
トヒープメモリ最大ヒー
プメモリ使用数登録済み
タスクマネージャ数実行
中タスクスロット使用可
能なタスクスロット合計
スレッド数デーモンスレ
ッド数 最大スレッド数ス
レッド数の合計が開始さ
れました
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オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

Flink タスク クラスタネームスペース
ジョブ ID タスク ID

サーバーノード名サブタ
スク名サブタスクインデ
ックスタスク試行 ID タス
ク試行番号タスク名タス
クマネージャ ID ノード IP
現在の入力ウォーターマ
ーク

キュー内のプール使用バ
ッファプール使用バッフ
ァプール使用バッファア
ウトプール使用バッファ
ローカル数秒あたりのロ
ーカル数カウント数バッ
ファローカル秒あたりの
ローカル数カウント数バ
ッファリモート秒あたり
のリモート数バッファ数
リモート数カウント数バ
ッファ数リモートのバッ
ファ数 / 秒数バッファ数
リモートのバッファ数
Second Rate Number
Buffers Out Number
Buffers Out Number
Buffers Out per Second
Count Number Buffer Out
per Second Count Local
Number In Local Number
Count Number Number
Bytes in Local per Second
Rate Number バイト in
Local Number Number
Number Number Number
Number Number Number
Number バイト in Remote
Number Number バイト in
Remote Number Number
バイト数 1 秒あたりのレ
ート数 1 秒あたりのバイ
ト数 1 秒あたりのバイト
数数 1 秒あたりのレコー
ド数 1 秒あたりのレコー
ド数 1 秒あたりのレコー
ド数 1 秒あたりのレコー
ド数 1 秒あたりのレコー
ド数 1 秒あたりのレコー
ド数 1 秒あたりのレコー
ド数
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オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

Flink タスクオペレータ クラスタネームスペース
ジョブ ID オペレータ ID
のタスク ID

サーバーノード名ジョブ
名オペレータ名サブタス
クインデックスタスク試
行 ID タスク試行番号タス
ク名タスクマネージャ ID
ノード IP

現在の入力ウォーターマ
ーク現在の出力ウォータ
ーマーク数レコード / 秒
数カウント数レコード /
秒あたりのレコード数レ
コード数 1 秒あたりのレ
コード数レコード数秒あ
たりのレコード数遅延レ
コード数割り当て済みパ
ーティション数消費済み
率コミット平均コミット
レイテンシ 最大コミット
率コミット失敗したコミ
ット成功した接続クロー
ズ率接続数接続作成率平
均フェッチレイテンシ最
大フェッチ速度平均フェ
ッチサイズ最大フェッチ
スロットル時間平均フェ
ッチスロットル時間最大
ハートビート率受信バイ
トレート I/O 平均時間（
ns ） IO 待機率 I/O 待機
時間平均（ ns ）加入時間
平均最終ハートビート時
間平均ネットワーク IO レ
ート発信バイトレートレ
コード消費率レコード要
求あたりの最大レコード
遅延平均要求レート最大
応答速度選択レート同期
速度同期時間平均ハート
ビート応答 Time Max Join
Time Max Sync Time Max
の最大同期時間

トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。

Hadoop Data Collector

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してHadoopから指標を収集し
ます。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。Hadoopを選択します。

Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選択
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します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
場合だけです。

4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。
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セットアップ

Hadoop を完全に導入するには、次のコンポーネントが必要です。

• NameNode ： Hadoop 分散型ファイルシステム（ HDFS ）プライマリシステム。一連の DataNode を調
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整します。

• セカンダリ NameNode ：メイン NameNode のウォームフェイルオーバー。Hadoop では、 NameNode
への昇格は自動的には行われません。セカンダリ NameNode は、必要に応じてプロモート可能な状態に
するために、 NameNode から情報を収集します。

• DataNode ：データの実際の所有者。

• ResourceManager ：コンピューティングのプライマリシステム（ yarn ）。一連の NodeManager を調整
します。

• NodeManager ：コンピューティング用のリソース。アプリケーションを実行するための実際の場所。

• JobHistoryServer ：ジョブ履歴に関連するすべての要求の処理を担当します。

Hadoop プラグインは、テレグラムの Jolokia プラグインに基づいています。すべての Hadoop コンポーネン
トから情報を収集するための要件など、 JMX はすべてのコンポーネントで Jolokia 経由で設定および公開す
る必要があります。

互換性

構成は Hadoop バージョン 2.9.2 に対して開発されました。

セットアップ中です

Jolokia エージェント JAR

個々のコンポーネントについては、 Jolokia エージェント jar ファイルのバージョンをダウンロードする必要
があります。テストされたバージョンはでした"Jolokia 代理店 1.6.0"。

以下の手順では、ダウンロードした jar ファイル（ jolokia-jvm-1.6.0-agent.jar ）が「 /opt/hadoop /lib/' 」の下
に配置されると想定しています。

NameNode

Jolokia API が公開されるように NameNode を設定するには、 <hadoop home>/etc/hadoop /hadoop -env.sh
で次のセットアップを行います。

export HADOOP_NAMENODE_OPTS="$HADOOP_NAMENODE_OPTS

-javaagent:/opt/hadoop/lib/jolokia-jvm-1.6.0

-agent.jar=port=7800,host=0.0.0.0 -Dcom.sun.management.jmxremote

-Dcom.sun.management.jmxremote.port=8000

-Dcom.sun.management.jmxremote.ssl=false

-Dcom.sun.management.jmxremote.password.file=$HADOOP_HOME/conf/jmxremote.p

assword"

You can choose a different port for JMX (8000 above) and Jolokia (7800).

If you have an internal IP to lock Jolokia onto you can replace the "catch

all" 0.0.0.0 by your own IP. Notice this IP needs to be accessible from

the telegraf plugin. You can use the option '-

Dcom.sun.management.jmxremote.authenticate=false' if you don't want to

authenticate. Use at your own risk.
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セカンダリ NameNode

セカンダリ NameNode で Jolokia API を公開するように設定するには、 <hadoop home>/etc/hadoop /hadoop
-env.sh で次のように設定します。

export HADOOP_SECONDARYNAMENODE_OPTS="$HADOOP_SECONDARYNAMENODE_OPTS

-javaagent:/opt/hadoop/lib/jolokia-jvm-1.6.0

-agent.jar=port=7802,host=0.0.0.0 -Dcom.sun.management.jmxremote

-Dcom.sun.management.jmxremote.port=8002

-Dcom.sun.management.jmxremote.ssl=false

-Dcom.sun.management.jmxremote.password.file=$HADOOP_HOME/conf/jmxremote.p

assword"

You can choose a different port for JMX (8002 above) and Jolokia (7802).

If you have an internal IP to lock Jolokia onto you can replace the "catch

all" 0.0.0.0 by your own IP. Notice this IP needs to be accessible from

the telegraf plugin. You can use the option '-

Dcom.sun.management.jmxremote.authenticate=false' if you don't want to

authenticate. Use at your own risk.

DataNode

Jolokia API が公開されるように DataNode を設定するには、 <hopp_home>/etc/hadoop /hadoop -env.sh に以
下のセットアップを行います。

export HADOOP_DATANODE_OPTS="$HADOOP_DATANODE_OPTS

-javaagent:/opt/hadoop/lib/jolokia-jvm-1.6.0

-agent.jar=port=7801,host=0.0.0.0 -Dcom.sun.management.jmxremote

-Dcom.sun.management.jmxremote.port=8001

-Dcom.sun.management.jmxremote.ssl=false

-Dcom.sun.management.jmxremote.password.file=$HADOOP_HOME/conf/jmxremote.p

assword"

You can choose a different port for JMX (8001 above) and Jolokia (7801).

If you have an internal IP to lock Jolokia onto you can replace the "catch

all" 0.0.0.0 by your own IP. Notice this IP needs to be accessible from

the telegraf plugin. You can use the option '-

Dcom.sun.management.jmxremote.authenticate=false' if you don't want to

authenticate. Use at your own risk.

ResourceManager の略

ResourceManager で Jolokia API を公開するように設定するには、 <hadoop HOME>//etc/hadoop /hadoop
-env.sh で次の設定を行うことができます。
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export YARN_RESOURCEMANAGER_OPTS="$YARN_RESOURCEMANAGER_OPTS

-javaagent:/opt/hadoop/lib/jolokia-jvm-1.6.0

-agent.jar=port=7803,host=0.0.0.0 -Dcom.sun.management.jmxremote

-Dcom.sun.management.jmxremote.port=8003

-Dcom.sun.management.jmxremote.ssl=false

-Dcom.sun.management.jmxremote.password.file=$HADOOP_HOME/conf/jmxremote.p

assword"

You can choose a different port for JMX (8003 above) and Jolokia (7803).

If you have an internal IP to lock Jolokia onto you can replace the "catch

all" 0.0.0.0 by your own IP. Notice this IP needs to be accessible from

the telegraf plugin. You can use the option '-

Dcom.sun.management.jmxremote.authenticate=false' if you don't want to

authenticate. Use at your own risk.

NodeManager

Jolokia API を公開するように NodeManager を設定するには、 <hadoop home>/etc/hadoop /hadoop -env.sh
で次の設定を行うことができます。

export YARN_NODEMANAGER_OPTS="$YARN_NODEMANAGER_OPTS

-javaagent:/opt/hadoop/lib/jolokia-jvm-1.6.0

-agent.jar=port=7804,host=0.0.0.0 -Dcom.sun.management.jmxremote

-Dcom.sun.management.jmxremote.port=8004

-Dcom.sun.management.jmxremote.ssl=false

-Dcom.sun.management.jmxremote.password.file=$HADOOP_HOME/conf/jmxremote.p

assword"

You can choose a different port for JMX (8004 above) and Jolokia (7804).

If you have an internal IP to lock Jolokia onto you can replace the "catch

all" 0.0.0.0 by your own IP. Notice this IP needs to be accessible from

the telegraf plugin. You can use the option '-

Dcom.sun.management.jmxremote.authenticate=false' if you don't want to

authenticate. Use at your own risk.

JobHistoryServer

JobHistoryServer で Jolokia API を公開するように設定するには、 <hadoop home>/etc/hadoop /hadoop
-env.sh で次の設定を行うことができます。
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export HADOOP_JOB_HISTORYSERVER_OPTS="$HADOOP_JOB_HISTORYSERVER_OPTS

-javaagent:/opt/hadoop/lib/jolokia-jvm-1.6.0

-agent.jar=port=7805,host=0.0.0.0 -Dcom.sun.management.jmxremote

-Dcom.sun.management.jmxremote.port=8005

-Dcom.sun.management.jmxremote.password.file=$HADOOP_HOME/conf/jmxremote.p

assword"

You can choose a different port for JMX (8005 above) and Jolokia (7805).

If you have an internal IP to lock Jolokia onto you can replace the "catch

all" 0.0.0.0 by your own IP. Notice this IP needs to be accessible from

the telegraf plugin. You can use the option '-

Dcom.sun.management.jmxremote.authenticate=false' if you don't want to

authenticate. Use at your own risk.

オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。

オブジェクト： 識別子： 属性：

Hadoop セカンダリ NameNode クラスタネームスペースサーバ ノード名ノード IP コンパイル情報
バージョン

Hadoop ノードマネージャ クラスタネームスペースサーバ ノード名ノード IP

Hadoop ResourceManager クラスタネームスペースサーバ ノード名ノード IP

Hadoop DataNode クラスタネームスペースサーバ ノード名ノード IP クラスタ ID バ
ージョン

Hadoop NameNode クラスタネームスペースサーバ ノード名ノード IP トランザクショ
ン ID 前回の書き込み時間最後にロ
ードしたあとの編集 HA 状態ファ
イルシステム状態ブロックプール
ID クラスタ ID コンパイル情報別バ
ージョン数

Hadoop ジョブ履歴サーバ クラスタネームスペースサーバ ノード名ノード IP

トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。

HAProxy Data Collector

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してHAProxyから指標を収集
します。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。[HAProxy]を選択します。
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Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選択
します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
場合だけです。

4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。
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セットアップ

Telegraf の HAProxy 用プラグインは、 HAProxy Stats の有効化に依存しています。これは HAProxy に組み込
まれている構成ですが、すぐに有効にすることはできません。有効にすると 'HAProxy はブラウザで表示でき
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る HTML エンドポイントを公開したり ' すべての HAProxy 構成のステータスを抽出するためにスクレイピ
ングしたりできます

互換性：

構成は HAProxy バージョン 1.9.4 に対して開発されました。

設定：

統計情報を有効にするには、 haproxy 設定ファイルを編集し、「金庫」セクションの後に次の行を追加しま
す。この行には、ユーザー自身のユーザー名とパスワード、および / または haproxy URL を使用します。

stats enable

stats auth myuser:mypassword

stats uri  /haproxy?stats

次に、 stats を有効にした単純な構成ファイルの例を示します。
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global

  daemon

  maxconn 256

defaults

  mode http

  stats enable

  stats uri /haproxy?stats

  stats auth myuser:mypassword

  timeout connect 5000ms

  timeout client 50000ms

  timeout server 50000ms

frontend http-in

  bind *:80

  default_backend servers

frontend http-in9080

  bind *:9080

  default_backend servers_2

backend servers

  server server1 10.128.0.55:8080 check ssl verify none

  server server2 10.128.0.56:8080 check ssl verify none

backend servers_2

  server server3 10.128.0.57:8080 check ssl verify none

  server server4 10.128.0.58:8080 check ssl verify none

完全で最新の手順については、を参照して"HAProxy のドキュメント"ください。

オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。
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オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

HAProxy フロントエンド ネームスペースアドレス
プロキシ

ノード IP ノード名プロキ
シ ID モードプロセス ID
セッションレート制限サ
ーバ ID セッション制限ス
テータス

バイト数キャッシュヒッ
トキャッシュ参照キャッ
シュルックアップ圧縮バ
イトをバイパス圧縮バイ
トをバイパス圧縮した圧
縮バイトをアウト圧縮応
答を転送接続レート接続
レート最大接続数セキュ
リティから拒否された接
続ルール要求による拒否
された総接続数セキュリ
ティの懸念による拒否さ
れた応答セッションルー
ル要求エラー応答 1xx 応
答 2xx 応答 3xx 応答 4xx
応答 5xx 応答その他の要
求代行受信セッションレ
ート最大要求レート最大
要求数最大要求数最大セ
ッション総セッション数
合計要求の書き換え

HAProxy サーバ ネームスペースアドレス
プロキシサーバ

ノード IP ノード名のチェ
ック終了時間のチェック
構成のチェック健全性の
チェック構成のチェック
構成のチェックステータ
スのチェックプロキシ ID
の最終変更時刻最終セッ
ションタイムモードプロ
セス ID サーバー ID のス
テータスの重み

アクティブサーババック
アップサーババイト数 (
バイト ) チェックアウト
ダウンクライアント接続
の失敗平均ダウンタイム
合計拒否応答接続エラー
応答 1xx 応答応答 2xx 応
答 4xx 応答 4xx 応答その
他サーバ選択キュー現在
キュー最大キュー平均セ
ッション数 / 1 秒あたりの
2 番目のセッション最大
接続再使用応答時間平均
セッション最大サーバ転
送セッションの中止合計
セッション時間平均要求
再ディスパッチ要求再書
き込み要求の再実行

38



オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

HAProxy バックエンド ネームスペースアドレス
プロキシ

ノード IP ノード名プロキ
シ ID 最終変更時刻最終セ
ッション時間モードプロ
セス ID サーバー ID セッ
ション制限ステータス重
み

アクティブサーババック
アップサーババイト数キ
ャッシュヒットキャッシ
ュ検索数キャッシュ検索
数チェックダウンクライ
アントが圧縮バイトをバ
イパス圧縮バイト数をバ
イパス圧縮バイト数を無
視圧縮応答をアウト接続
接続平均ダウンタイム時
間セキュリティの懸念応
答拒否された応答接続エ
ラー応答 1xx 応答 2xx 応
答 3xx 応答 4xx 応答 5xx
応答その他のサーバ選択
キュー現在キュー最大キ
ュー 1 秒あたりのセッシ
ョン最大キュー平均時間
セッション 1 秒あたりの
最大要求接続再使用応答
時間平均セッション最大
サーバ転送総セッション
数総セッション時間平均
要求再ディスパッチ要求
再試行要求 書き換え

トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。

JVM Data Collector （ JVM データ収集）

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してJVMから指標を収集しま
す。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。JVMを選択します。

Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選択
します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
場合だけです。
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4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。

セットアップ

詳細については、を"JVMのマニュアル"参照してください。
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オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。
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オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

JVM ネームスペースJVM OS アーキテクチャ OS 名
OS バージョンランタイム
仕様ランタイム仕様書ベ
ンダーランタイム仕様バ
ージョンアップタイム VM
名ランタイム VM 名ラン
タイム VM ベンダーラン
タイム VM バージョンノ
ード名ノード IP

クラス読み込み済みのク
ラス読み込み済みの合計
クラス読み込み済みメモ
リヒープコミット済みメ
モリヒープ使用済み最大
メモリヒープ使用済みメ
モリ非ヒープ初期化メモ
リ非ヒープ最大メモリ非
ヒープ使用メモリオブジ
ェクト保留中のファイナ
ライズ OS プロセッサ利
用可能な OS コミット済
み仮想メモリサイズ OS
フリー 物理メモリサイズ
OS 空きスワップスペース
サイズ OS 最大ファイル
記述子数 OS オープンフ
ァイル記述子数 OS プロ
セッサ CPU 負荷 OS プロ
セッサ CPU 負荷 OS シス
テム負荷平均 OS 合計物
理メモリサイズ OS 合計
スワップスペースサイズ
スレッドデーモンカウン
トスレッドピーク数 スレ
ッド数スレッド総数開始
数ガベージコレクタコピ
ー収集数ガベージコレク
タコピー収集時間ガベー
ジコレクタマークスイー
プコレクション数ガベー
ジコレクタマークスイー
プコレクション時間ガベ
ージコレクタ G1 旧世代
コレクション時間コレク
タガベージ G1 ヤング生
成コレクション数ガベー
ジコレクタ G1 ヤング生
成コレクション時間ガベ
ージコレクタ同時マーク
スイープコレクション数
ガベージコレクタ同時マ
ークスイープコレクショ
ン時間ガベージコレクタ
パラレルコレクション数
ガベージコレクタパラレ
ルスカベンジマークスイ
ープコレクション数ガベ
ージコレクタパラレルス
カベンジコレクタコレク
ション数ガベージコレク
タパラレルスカベンジ 収
集時間
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トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。

Kafka Data Collector の利用

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してKafkaから指標データを収
集します。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。Kafkaを選択します。

Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選択
します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
場合だけです。

4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。
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セットアップ

Kafka プラグインは、テレグラムの Jolokia プラグインに基づいています。すべての Kafka ブローカーから情
報を収集する必要があるため、 JMX はすべてのコンポーネントで Jolokia 経由で設定および公開する必要が
あります。
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互換性

Kafka バージョン 0.11.0.2 の構成向けに開発されました。

セツトアツフ

以下の手順はすべて、 Kafka のインストール場所が「 /opt/Kafka 」であることを前提としています。以下の
手順を使用して、設置場所を変更できます。

Jolokia エージェント JAR

Jolokiaエージェントjarファイルのバージョンが必要です"ダウンロードしました"。テスト対象のバージョンは
Jolokia エージェント 1.6.0 でした。

以下の手順では、ダウンロードした jar ファイル（ jolokia-jvm-1.6.0-agent.jar ）が「 /opt/Kafka/libs/' 」の下に
配置されると想定しています。

Kafka Brokers のようになります

Kafka Brokers で Jolokia API を公開するように設定するには、「 Kafka -run-class.sh 」コールの直前に、
<Kafka_home>/bin/Kafka-server-start.sh に次の項目を追加します。

export JMX_PORT=9999

export RMI_HOSTNAME=`hostname -I`

export KAFKA_JMX_OPTS="-javaagent:/opt/kafka/libs/jolokia-jvm-1.6.0-

agent.jar=port=8778,host=0.0.0.0

-Dcom.sun.management.jmxremote.password.file=/opt/kafka/config/jmxremote.p

assword -Dcom.sun.management.jmxremote.ssl=false

-Djava.rmi.server.hostname=$RMI_HOSTNAME

-Dcom.sun.management.jmxremote.rmi.port=$JMX_PORT"

上記の例では 'hostname-i' を使用して 'RMI_HOSTNAME' 環境変数を設定しています。複数の IP マシンで
は、 RMI 接続に使用する IP を収集するために、これを調整する必要があります。

JMX (9999 以上 ) とジョロキア (8778) には別のポートを選択できますJolokia をロックする内部 IP を持って
いる場合は、「 catch all 」 0.0.0.0 を自分の IP で置き換えることができます。この IP には、テレグラムプラ
グインからアクセスできる必要があります。認証を行わない場合は、オプション「
-Dcom.sun.management.jmxremote.authenticate=false' 」を使用できます。自己責任で使用してください。

オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。

オブジェクト： 識別子： 属性：

Kafka Broker クラスタネームスペースのブロー
カー

ノード名ノード IP
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トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。

Kibana データコレクタ

Data Infrastructure Insightsでは、このデータコレクタを使用してKibanaから指標データ
を収集します。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。「きばな」を選択します。

Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選択
します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
場合だけです。

4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。
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セットアップ

詳細については、を参照して"Kibana のドキュメンテーション"ください。

オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。
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オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

キバナ ネームスペースアドレス ノード IP ノード名バージ
ョンステータス

同時接続ヒープ最大ヒー
プ使用要求 / 秒応答時間
平均応答時間最大アップ
タイム

トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。

Kubernetes Monitoring Operatorのインストールと設定

Data Infrastructure Insightsは、Kubernetesコレクション向けの「Kubernetes Monitoring
Operator」を提供しています。新しいオペレータを導入するには、* Kubernetes >
Collectors >+ Kubernetes Collector *に移動します。

Kubernetes Monitoring Operatorをインストールする前に

Kubernetes Monitoring Operatorをインストールまたはアップグレードする前に、ドキュメントを参照してく
ださい"前提条件"。

Kubernetes Monitoring Operatorのインストール
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KubernetesにKubernetes Monitoring Operatorエージェントをインストールする手順は次のとおりです。

1. 一意のクラスタ名およびネームスペースを入力してください。以前のKubernetes Operatorの場合はアップ
グレード、同じクラスタ名とネームスペースを使用します。

2. これらを入力すると、ダウンロードコマンドスニペットをクリップボードにコピーできます。

3. スニペットを a_bash_window に貼り付け、実行します。Operatorインストールファイルがダウンロード
されます。スニペットには固有のキーがあり、24時間有効です。

4. カスタムリポジトリまたはプライベートリポジトリがある場合は、オプションのImage Pullスニペットを
コピーし、a_bash_shellに貼り付けて実行します。画像がプルされたら、プライベートリポジトリにコピ
ーします。必ず同じタグとフォルダ構造を維持してください。_operator-deployment.yaml_のパス
と_operator-config.yaml_のDockerリポジトリ設定を更新します。

5. 必要に応じて、プロキシやプライベートリポジトリの設定など、使用可能な設定オプションを確認しま
す。あなたはについてもっと読むことができます"設定オプション"。

6. 準備ができたら、kubectl Applyスニペットをコピーしてダウンロードし、実行してOperatorをデプロイし
ます。

7. インストールが自動的に開始されます。完了したら、[Next]ボタンをクリックします。

8. インストールが完了したら、[Next]ボタンをクリックします。また、_operator-secrets.yaml_fileを削除す
るか、安全に保存してください。

プロキシを使用している場合は、「について」を参照してくださいプロキシを設定します。
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カスタムリポジトリがある場合は、を参照してくださいカスタム/プライベートDockerリポジトリを使用す
る。

Kubernetes監視コンポーネント

Data Infrastructure Insights Kubernetes Monitoringは、次の4つの監視コンポーネントで構成されます。

• クラスタ指標

• ネットワークパフォーマンスとマップ（オプション）

• イベントログ（オプション）

• 変更分析（オプション）

上記のオプションコンポーネントは、各Kubernetesコレクタに対してデフォルトで有効になっています。特
定のコレクタ用のコンポーネントが必要ないと判断した場合は、* Kubernetes > Collectors *に移動し、画面右
側のコレクタの「three dots」メニューから_Modify Deployment_を選択して無効にできます。

画面には各コンポーネントの現在の状態が表示され、必要に応じてそのコレクタのコンポーネントを無効また
は有効にすることができます。
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最新のKubernetes Monitoring Operatorへのアップグレード

既存のOperatorにAgentConfigurationが存在するかどうかを確認します（ネームスペースがdefault_netapp-
monitoring_でない場合は、適切なネームスペースに置き換えてください）。

 kubectl -n netapp-monitoring get agentconfiguration netapp-monitoring-

configuration

AgentConfigurationが存在する場合：

• インストール既存の演算子の上にある最新の演算子。

◦ カスタムリポジトリを使用している場合は、使用していることを確認して最新のコンテナイメージを
取得しますください。

AgentConfigurationが存在しない場合は、次の手順を実行します。

• クラスタ名がData Infrastructure Insightsで認識される名前であることをメモします（ネームスペースがデ
フォルトのNetApp監視機能でない場合は、適切なネームスペースで置き換えてください）。

 kubectl -n netapp-monitoring get agent -o

jsonpath='{.items[0].spec.cluster-name}'

* 既存の

Operatorのバックアップを作成します（ネームスペースがデフォルトのネットアップ監視機能
になっていない場合は、適切なネームスペースで置き換えてください）。

 kubectl -n netapp-monitoring get agent -o yaml > agent_backup.yaml

* <<to-remove-the-kubernetes-monitoring-operator,アンインストール

>>既存の演算子。

* <<installing-the-kubernetes-monitoring-operator,インストール

>>最新の演算子。

◦ 同じクラスタ名を使用してください。

◦ 最新のOperator YAMLファイルをダウンロードしたら、展開する前に、agent_backup.yamlにあるカス
タマイズをダウンロードしたoperator-config.yamlに移植します。

◦ カスタムリポジトリを使用している場合は、使用していることを確認して最新のコンテナイメージを
取得しますください。

Kubernetes Monitoring Operatorの停止と起動

Kubernetes Monitoring Operatorを停止するには：
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 kubectl -n netapp-monitoring scale deploy monitoring-operator

--replicas=0

Kubernetes Monitoring Operatorを起動するには：

kubectl -n netapp-monitoring scale deploy monitoring-operator --replicas=1

アンインストール中です

Kubernetes Monitoring Operatorを削除するには

Kubernetes Monitoring Operatorのデフォルトのネームスペースは「netapp-monitoring」です。独自のネーム
スペースを設定した場合は、それらのネームスペースと、以降のすべてのコマンドおよびファイルを置き換え
ます。

新しいバージョンの監視オペレータは、次のコマンドを使用してアンインストールできます。

kubectl -n <NAMESPACE> delete agent -l installed-by=nkmo-<NAMESPACE>

kubectl -n <NAMESPACE> delete

clusterrole,clusterrolebinding,crd,svc,deploy,role,rolebinding,secret,sa

-l installed-by=nkmo-<NAMESPACE>

監視オペレータが専用のネームスペースに配置されている場合は、ネームスペースを削除します。

 kubectl delete ns <NAMESPACE>

最初のコマンドが「リソースが見つかりません」を返した場合は、次の手順に従って古いバージョ
ンの監視オペレータをアンインストールします。

次の各コマンドを順番に実行します。現在のインストール状況によっては、これらのコマンドの一部で「オブ
ジェクトが見つかりません」というメッセージが返される場合があります。これらのメッセージは無視してか
まいません。
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kubectl -n <NAMESPACE> delete agent agent-monitoring-netapp

kubectl delete crd agents.monitoring.netapp.com

kubectl -n <NAMESPACE> delete role agent-leader-election-role

kubectl delete clusterrole agent-manager-role agent-proxy-role agent-

metrics-reader <NAMESPACE>-agent-manager-role <NAMESPACE>-agent-proxy-role

<NAMESPACE>-cluster-role-privileged

kubectl delete clusterrolebinding agent-manager-rolebinding agent-proxy-

rolebinding agent-cluster-admin-rolebinding <NAMESPACE>-agent-manager-

rolebinding <NAMESPACE>-agent-proxy-rolebinding <NAMESPACE>-cluster-role-

binding-privileged

kubectl delete <NAMESPACE>-psp-nkmo

kubectl delete ns <NAMESPACE>

セキュリティコンテキスト制約が事前に作成されている場合は、次の手順を実行します。

kubectl delete scc telegraf-hostaccess

Kubeステートメトリックについて

NetApp Kubernetes Monitoring Operatorは、他のインスタンスとの競合を回避するために独自のkube-state-
metricsをインストールします。

Kube-State-Metricsの詳細については、を参照してください"このページです"。

オペレータの設定/カスタマイズ

これらのセクションでは、オペレータ設定のカスタマイズ、プロキシの操作、カスタムまたはプライベー
トDockerリポジトリの使用、OpenShiftの操作について説明します。

設定オプション

最も一般的に変更される設定は、_AgentConfiguration_customリソースで構成できます。オペレータを配備す
る前に、_operator-config.yaml_fileを編集して、このリソースを編集できます。このファイルには、コメント
アウトされた設定例が含まれています。演算子の最新バージョンについては、のリストを参照してください"
使用可能な設定"。

オペレータが配備された後で、次のコマンドを使用してこのリソースを編集することもできます。

 kubectl -n netapp-monitoring edit AgentConfiguration

展開したオペレータのバージョンがAgentConfigurationをサポートしているかどうかを確認する
には、次のコマンドを実行します。
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 kubectl get crd agentconfigurations.monitoring.netapp.com

「Error from server (NotFound)

」というメッセージが表示された場合は、AgentConfigurationを使用する前にオペレータをアッ
プグレードする必要があります。

プロキシサポートを設定しています

Kubernetes Monitoring Operatorをインストールするために、テナントでプロキシを使用できる場所は2つあり
ます。同じプロキシシステムでも、別のプロキシシステムでもかまいません。

• インストールコードスニペット（「curl」を使用）の実行中に、スニペットが実行されるシステムをData
Infrastructure Insights環境に接続するために必要なプロキシ

• ターゲットのKubernetesクラスタがData Infrastructure Insights環境と通信するために必要なプロキシ

これらのいずれかまたは両方にプロキシを使用する場合、Kubernetes Operating Monitorをインストールする
には、まず、Data Infrastructure Insights環境との通信が良好になるようにプロキシが設定されていることを確
認する必要があります。プロキシがあり、Operatorをインストールするサーバ/ VMからData Infrastructure
Insightsにアクセスできる場合は、プロキシが適切に設定されている可能性があります。

Kubernetes Operating Monitorのインストールに使用するプロキシについては、Operatorをインストールする
前に、_http_proxy/https_proxy_environment変数を設定します。一部のプロキシ環境では'_no_proxy環境変数
も設定する必要があります

変数を設定するには、Kubernetes Monitoring Operatorをインストールする前に、システム*で次の手順を実行
します。

1. 現在のユーザの https_proxy 変数と _http_proxy_environment 変数を設定します。

a. セットアップするプロキシに認証（ユーザ名/パスワード）がない場合は、次のコマンドを実行しま
す。

 export https_proxy=<proxy_server>:<proxy_port>

.. セットアップするプロキシに認証（ユーザ名

/パスワード）が設定されている場合は、次のコマンドを実行します。

export

http_proxy=<proxy_username>:<proxy_password>@<proxy_server>:<proxy_po

rt>

KubernetesクラスタがData Infrastructure Insights環境と通信するために使用するプロキシの場合は、以下の
手順をすべて読んでからKubernetes Monitoring Operatorをインストールします。

Kubernetes Monitoring Operatorをデプロイする前に、operator-config.yamlのAgentConfigurationのプロキシセ
クションを設定します。

55



agent:

  ...

  proxy:

    server: <server for proxy>

    port: <port for proxy>

    username: <username for proxy>

    password: <password for proxy>

    # In the noproxy section, enter a comma-separated list of

    # IP addresses and/or resolvable hostnames that should bypass

    # the proxy

    noproxy: <comma separated list>

    isTelegrafProxyEnabled: true

    isFluentbitProxyEnabled: <true or false> # true if Events Log enabled

    isCollectorsProxyEnabled: <true or false> # true if Network

Performance and Map enabled

    isAuProxyEnabled: <true or false> # true if AU enabled

  ...

...

カスタムまたはプライベートのDockerリポジトリを使用する

Kubernetes監視オペレータは、デフォルトで、Data Infrastructure Insightsリポジトリからコンテナイメージ
を取得します。監視のターゲットとして使用されているKubernetesクラスタがあり、そのクラスタがカスタ
ムまたはプライベートのDockerリポジトリまたはコンテナレジストリからコンテナイメージのみをプルする
ように構成されている場合は、Kubernetes Monitoring Operatorが必要とするコンテナへのアクセスを設定す
る必要があります。

NetApp Monitoring Operatorのインストールタイルから[Image Pull Snippet]を実行します。このコマンドを実
行すると、Data Infrastructure Insightsリポジトリにログインし、オペレータが必要とするすべてのイメージを
取得して、Data Infrastructure Insightsリポジトリからログアウトします。プロンプトが表示されたら、指定し
たリポジトリの一時パスワードを入力します。このコマンドは、オプション機能を含む、オペレータが使用す
るすべてのイメージをダウンロードします。これらの画像がどの機能に使用されるかについては、以下を参照
してください。

Core Operator Functionality and Kubernetes Monitoringの略

• ネットアップによる監視

• ci-kube-rbac-proxy

• CI-KSM

• CI-テレグラフ

• distroless-root-user

イベントログ

56



• CI-fluent-bit

• ci-kubernetes-event-exporter

ネットワークのパフォーマンスとマップ

• ci-net-observerの略

社内のポリシーに従って、オペレータ用の Docker イメージをプライベート / ローカル / エンタープライズ
Docker リポジトリにプッシュします。リポジトリ内のこれらのイメージへのイメージタグとディレクトリパ
スが、Data Infrastructure Insightsリポジトリ内のイメージタグとディレクトリパスと一致していることを確認
します。

operator-deployment.yamlでmonitoring-operatorデプロイメントを編集し、プライベートDockerリポジトリを
使用するようにすべてのイメージ参照を変更します。

image: <docker repo of the enterprise/corp docker repo>/ci-kube-rbac-

proxy:<ci-kube-rbac-proxy version>

image: <docker repo of the enterprise/corp docker repo>/netapp-

monitoring:<version>

operator-config.yamlのAgentConfigurationを編集して、新しいDockerリポジトリの場所を反映します。プライ
ベートリポジトリ用に新しいimagePullSecretを作成します。詳細については、_ https://kubernetes.io/docs/
tasks/configure-pod-container/pull-image-private-registry/_を参照してください

agent:

  ...

  # An optional docker registry where you want docker images to be pulled

from as compared to CI's docker registry

  # Please see documentation link here:

xref:{relative_path}task_config_telegraf_agent_k8s.html#using-a-custom-or-

private-docker-repository

  dockerRepo: your.docker.repo/long/path/to/test

  # Optional: A docker image pull secret that maybe needed for your

private docker registry

  dockerImagePullSecret: docker-secret-name

OpenShift の手順

OpenShift 4.6以降で実行している場合は、_runPrivileged_settingを有効にするには、_operator-config.yaml_
でAgentConfigurationを編集する必要があります。

# Set runPrivileged to true SELinux is enabled on your kubernetes nodes

runPrivileged: true

OpenShiftは、一部のKubernetesコンポーネントへのアクセスをブロックする可能性のある追加のセキュリテ
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ィレベルを実装する場合があります。

公差と接線（Tolerations and Taints）

NetApp-ci-telegraf-ds_、NetApp-CI-fluent-bit-ds、および_NetApp-CI-net-observer-l4-DS_DaemonSetsは、す
べてのノードのデータを正しく収集するために、クラスタ内のすべてのノードでポッドをスケジュールする必
要があります。オペレータは、いくつかの既知の*テイント*に耐えられるように設定されています。ノードに
カスタムのtaintsを設定して、すべてのノードでポッドが実行されないようにしている場合は、それらのtaints
に* toleration *を作成できます"（AgentConfiguration）をクリックします"。クラスタ内のすべてのノードにカ
スタムテイントを適用した場合は、オペレータの導入に必要な許容範囲を追加して、オペレータポッドをスケ
ジュールおよび実行できるようにする必要があります。

Kubernetesの詳細はこちら"塗料および耐性"をご覧ください。

に戻ります。"* NetApp Kubernetes監視オペレータのインストール*ページ"

秘密に関する注意事項

Kubernetes Monitoring Operatorのシークレットをクラスタ全体で表示する権限を削除するには、インストー
ル前に_operator-setup.yaml_fileから次のリソースを削除します。

 ClusterRole/netapp-ci-<namespace>-agent-secret-clusterrole

 ClusterRoleBinding/netapp-ci-<namespace>-agent-secret-clusterrolebinding

アップグレードの場合は、クラスタからリソースも削除します。

 kubectl delete ClusterRole/netapp-ci-<namespace>-agent-secret-clusterrole

 kubectl delete ClusterRoleBinding/netapp-ci-<namespace>-agent-secret-

clusterrolebinding

変更分析が有効になっている場合は、_AgentConfiguration_or_operator -config.yaml_を変更して、変更管理セ
クションのコメントを解除し、変更管理セクションの下に_kindsToIgnoreFromWatch：'"secrets"'_を含めま
す。この行の一重引用符と二重引用符の存在と位置に注意してください。

# change-management:

  ...

  # # A comma separated list of kinds to ignore from watching from the

default set of kinds watched by the collector

  # # Each kind will have to be prefixed by its apigroup

  # # Example: '"networking.k8s.io.networkpolicies,batch.jobs",

"authorization.k8s.io.subjectaccessreviews"'

  kindsToIgnoreFromWatch: '"secrets"'

  ...
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Kubernetes Monitoring Operatorイメージシグネチャの確認

オペレータ用のイメージと、展開するすべての関連イメージは、NetAppによって署名されています。インス
トール前にcosignツールを使用してイメージを手動で検証するか、Kubernetesアドミッションコントローラを
設定できます。詳細については、を参照してください"Kubernetes のドキュメント"。

イメージシグネチャの検証に使用する公開キーは、Monitoring Operatorインストールタイルの_オプションで
使用できます。オペレータイメージをプライベートリポジトリにアップロード> Image Signature Public Key_

画像折丁を手動で確認するには、次の手順に従います。

1. 画像プルスニペットをコピーして実行する

2. プロンプトが表示されたら、リポジトリパスワードをコピーして入力します。

3. イメージ署名公開キーを保存します（この例ではdii-image-signing.pub）。

4. コサインを使用して画像を確認します。次のcosignの使用例を参照してください。

$ cosign verify --key dii-image-signing.pub --insecure-ignore-sct

--insecure-ignore-tlog <repository>/<image>:<tag>

Verification for <repository>/<image>:<tag> --

The following checks were performed on each of these signatures:

  - The cosign claims were validated

  - The signatures were verified against the specified public key

[{"critical":{"identity":{"docker-

reference":"<repository>/<image>"},"image":{"docker-manifest-

digest":"sha256:<hash>"},"type":"cosign container image

signature"},"optional":null}]

トラブルシューティング

Kubernetes Monitoring Operatorの設定で問題が発生した場合に試すべきこと：

問題 次の操作を実行します

Kubernetes 永続ボリュームと対応するバックエンド
ストレージデバイスの間にハイパーリンク / 接続があ
りません。My Kubernetes Persistent Volume がスト
レージサーバのホスト名を使用して設定されます。

手順に従って既存の Tegraf エージェントをアンイン
ストールし、最新の Tegraf エージェントを再インス
トールします。Telegrafバージョン2.0以降を使用して
おり、KubernetesクラスタストレージがData
Infrastructure Insightsによってアクティブに監視され
ている必要があります。
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問題 次の操作を実行します

E0901 15:21:39.962145 1
reflector.go:178]k8s.io/kube-state-
metrics/internal/store/builder.go:352:
List*v1.MutatingWebhookConfiguration:サーバはリク
エストされたリソースE0901 15:21:43.168161を見つ
けることができませんでした。

これらのメッセージは、1.20より前のバージョン
のKubernetesでkube-state-metricsバージョン2.0.0以
上を実行している場合に発生する可能性がありま
す。Kubernetes のバージョンを取得するには、次の
Leubectl version_ kbe-state-metrics バージョンを取得
します。 kubectl デプロイ /kube-state-metrics -o

jsonpath='{.image}' これらのメッセージが発生しない
ようにするには、 kube-state-metrics デプロイを修正
して、次の Leases 設定を具体的に無効にしてくださ
い。 _hookates_web_volumeconfigurations
resources= 証明リクエスト ,
configmaps,cronjobs,demonsets,horizontalscalers,ingl
eers,jobs,limitrange,scapers,networkpolicies ,
nodes,persistentvolumes,persistentvolumesalims,pers
istentvolumes,podeters,
replicaSets,replicaSets,replicationcontrollers
,residetodポッド
,residetappeditors,appers,uns,uns,uns,uns,sets,uns,u
ns,uns,uns,uns,sets,uns,sets,uns,sets,uns,uns,sets,u
ns,uns,sets,uns,uns,uns,wodecodeclieticecodetics,set
s,sets,sets,sets,uns,sets,uns,uns,sets,sets,sets,un 検
証する Web フック設定 ' ボリュームの添付ファイル

Telegrafから次のようなエラーメッセージが表示され
ますが、Telegrafは起動して実行されます。10月11
日14:23:41 IP-172-31-39-47 systemd[1]: InfluxDBにメ
トリックを報告するために、プラグイン駆動のサーバ
ーエージェントを起動しました。10月11日14：23
：41 IP-172-31-39-47 telegraf [1827]：time="2021-
10-11T14：23：41Z" level=error msg="failed to
create cache
directory./etc/telegraf/.cache/snowflake、err:mkdir
/etc/telegraf/.ca che: permission denied.ignored \n"
func="gosnowflake.(*defaultLogger).Errorf"
file="log.go:120" Oct 11 14:23:41 ip-172-31-39-47
telegrafaf [1827]無視されました。open
/etc/telegraf/.cache/snowflake/ocsp_response_cache.j
son:該当するファイルまたはディレクトリがありませ
ん\n" func="gosnowflake.(*defaultLogger).Errorf"
file="log.go:120" Oct 11 14:23:41 ip-172-31-39-47
telegrZ [1827]: 2021-T1114:114:114Telegraf 1.19.3 を
起動しています

これは問題と呼ばれています。"この GitHub の記事"
詳細については、を参照してください。Tegraf が起動
して動作している限り、ユーザはこのエラーメッセー
ジを無視できます。

Kubernetes で、 Telegraf ポッドが次のエラーを報告
しています。 "Error in processing mountstats info:
failed to open mountstats file: /hostfs
/proc/1/mountstats 、 error: open /hostfs
/proc/1/mountstats ： permission denied"

SELinuxを有効にして強制すると、Telegrafポッド
がKubernetesノードの/proc/1/mountstatsファイルに
アクセスできなくなる可能性があります。この制限を
克服するには、agentconfigurationを編集
し、runPrivileged設定を有効にします。詳細について
は、を参照して"OpenShift の手順"ください。

60

https://github.com/influxdata/telegraf/issues/9407
https://github.com/influxdata/telegraf/issues/9407
https://github.com/influxdata/telegraf/issues/9407
https://github.com/influxdata/telegraf/issues/9407
https://github.com/influxdata/telegraf/issues/9407
https://github.com/influxdata/telegraf/issues/9407
https://github.com/influxdata/telegraf/issues/9407
https://github.com/influxdata/telegraf/issues/9407
https://github.com/influxdata/telegraf/issues/9407
https://github.com/influxdata/telegraf/issues/9407
https://github.com/influxdata/telegraf/issues/9407
task_config_telegraf_agent_k8s.html#openshift-instructions
task_config_telegraf_agent_k8s.html#openshift-instructions
task_config_telegraf_agent_k8s.html#openshift-instructions
task_config_telegraf_agent_k8s.html#openshift-instructions
task_config_telegraf_agent_k8s.html#openshift-instructions
task_config_telegraf_agent_k8s.html#openshift-instructions
task_config_telegraf_agent_k8s.html#openshift-instructions


問題 次の操作を実行します

Kubernetes で、 Telegraf ReplicaSet ポッドから次の
エラーが報告されています。 [ プラグインの
inputs.prometheus] エラー： Could not load keypair
/etc/Kubernetes /pki/ etcd/server.crt ：
/etc/Kubernetes /pki/ etcd/server.key ： open
/etc/Kubernetes /pki/ etcd/server.key ：特定のディレ
クトリまたは crt ファイルをロードできませんでした

Telegraf ReplicaSet ポッドは、マスターまたは etcd
用に指定されたノード上で実行することを目的として
います。これらのノードのいずれかで ReplicaSet ポ
ッドが実行されていない場合は、これらのエラーが発
生します。マスター / etcd ノードに汚染があるかどう
かを確認します。その場合は、 Telegraf ReplicaSet
、テレグラム af-RS に必要な忍容を追加します。た
とえば、 ReplicaSet…kubectl を編集して RS テレグ
ラムを編集し、仕様に適切な公差を追加します。次
に、 ReplicaSet ポッドを再起動します。

PSP/PSA環境があります。これはモニタリングオペ
レータに影響しますか？

KubernetesクラスタがPod Security Policy（PSP）ま
たはPod Security Admission（PSA）を使用して実行
されている場合は、最新のKubernetes Monitoring
Operatorにアップグレードする必要がありま
す。PSP/PSAをサポートしている現在のオペレータ
にアップグレードするには、次の手順に従います。ア
ンインストール以前の監視演算子: kubectl delete
agent-monitoring-cr-n NetApp kubectl delete ns
NetApp -monitoring kubectl delete crd
agents.monitoring.com kubectl delete clusterrole
agent-manager-role agent-proxy-role agent-metrics-
reader kubectl delete clusterrolebinding agent-
manager-manager-rolebinding agent-manager-
manager-rolebinding NetApp NetAppインストールモ
ニタリングオペレータの最新バージョン。

Operatorを展開しようとして問題が発生しました
が、PSP/PSAを使用しています。

1.次のコマンドを使用してエージェントを編集しま
す。kubectl -n <name-space> edit agent 2.「security-
policy enabled」を「false」に設定します。これによ
り、PodセキュリティポリシーとPodセキュリティア
ドミッションが無効になり、オペレータが展開できる
ようになります。次のコマンドを使用して確認しま
す。kubectl get psp（should show Pod Security
Policy removed）kubectl get all -n <namespace>

grep -i psp（should show that nothing is found） 「ImagePullBackoff」エラーが発生しました

これらのエラーは、カスタムまたはプライベート
のDockerリポジトリがあり、Kubernetes Monitoring
Operatorを適切に認識するように設定していない場合
に表示されることがあります。詳細はこちらカスタ
ム/プライベートリポジトリの構成について

監視オペレータの配置に問題 を使用していますが、
現在のドキュメントでは解決できません。
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問題 次の操作を実行します

次のコマンドの出力をキャプチャまたはメモし、テ
クニカルサポートチームに連絡します。

 kubectl -n netapp-monitoring get

all

 kubectl -n netapp-monitoring

describe all

 kubectl -n netapp-monitoring logs

<monitoring-operator-pod> --all

-containers=true

 kubectl -n netapp-monitoring logs

<telegraf-pod> --all

-containers=true

Operator名前空間のNet-Observer（ワークロードマッ
プ）ポッドがCrashLoopBackOffにある

これらのポッドは、Network ObservabilityのWorkload
Mapデータコレクタに対応しています。以下を試して
みてください:•いずれかのポッドのログをチェックし
て、カーネルの最小バージョンを確認してください。
例：---｛"ci-tenant-id"："your-tenant-id"、"collector-
cluster"："your-k8s-cluster-name"、"environment"
："prod"、"level"："error"、"msg"："検証に失敗しま
した。理由:カーネルバージョン3.10.0が最小カーネル
バージョン4.18.0よりも小さい、"time":"2022-11-
09T08:23:08Z"}---•Net-observerポッドを使用するに
は、Linuxカーネルバージョンが4.18.0以上である必
要があります。「uname -r」コマンドを使用してカー
ネルのバージョンを確認し、4.18.0以上であることを
確認します

PodはOperatorネームスペース（デフォルト
：netapp-monitoring）で実行されているが、Queries
のワークロードマップまたはKubernetes指標のデー
タがUIに表示されない

K8Sクラスタのノードの時間設定を確認します。監査
およびデータレポートを正確に作成するに
は、Network Time Protocol（NTP；ネットワークタイ
ムプロトコル）またはSimple Network Time Protocol
（SNTP；簡易ネットワークタイムプロトコル）を使
用してAgentマシンの時刻を同期することを強く推奨
します。

Operator名前空間の一部のnet-observerポッド
がPending状態です

net-observerはデーモンセットであり、Kubernetesク
ラスタの各ノードでポッドを実行します。•保留状態
のポッドをメモし、CPUまたはメモリのリソース問
題 が発生しているかどうかを確認します。必要なメ
モリとCPUがノードにあることを確認します。

Kubernetes監視演算子をインストールした直後にロ
グに次のようなメッセージが表示されます。[
inputs.prometheus]プラグインエラー:\ http://kube-
state-metricsへのHTTPリクエストの作成エラ
ー。<namespace>.svc.cluster.local：8080/metrics
：get\ http://kube-state-metrics
<namespace>.svc.cluster.local：808080/metrics：dial
tcp：lookup kube-state-metrics
.<namespace>.svc.svc.cluster.local tc.local

62

http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics​へ​のHTTP​リ​ク​エ​ス​ト​の​作​成​エ​ラ​ー。<namespace>.svc.cluster.local​：8080/metrics​：get\
http://kube-state-metrics


問題 次の操作を実行します

このメッセージが表示されるのは、通
常、_KSM_PODが起動する前に、新しいオペレータ
がインストールされ、_テレ グラム-RS_PODが稼働
している場合のみです。これらのメッセージは、すべ
てのポッドが実行されると停止します。

クラスタに存在するKubernetes CronJobsについて収
集された指標が表示されません。

Kubernetesのバージョンを確認します（例：

kubectl version）。v1.20.x以下の場合、これは
想定される制限です。Kubernetes Monitoring
Operatorで導入されたkube-state-metricsリリースで
は、v1.cronjobのみがサポートされます。Kubernetes
1.20.x以前では、cronjobリソースはv1beta.cronjobに
あります。その結果、kube-state-metricsはcronjobリ
ソースを見つけることができません。

オペレータのインストール後、telegraf-DSポッド
がCrashLoopBackOffに入り、PODログに「su
：Authentication failure」と表示されます。

_AgentConfiguration_のtelegrafセクションを編集
し、set_dockerMetricCollectionEnabled_をfalseに設
定します。詳細については、オペレータのを参照し
て"設定オプション"ください。…spec:…telegraf:…    
      -name：docker       run-mode：       -
DaemonSet      置換：       -key
：docker_unix_sock_placeholder        値：unix
：//run/docker.sock……

Telegrafログに次のようなエラーメッセージが繰り返
し表示されます。[agent]出力への書き込み中にエラー
が発生しました。http：Post "\https
：//<tenant_url>/rest/v1/lake/ingest/influxdb"：context
deadline exceeded (Client. ヘッダー待機中にタイム
アウトを超過しました）

_AgentConfiguration_およびincrease_outputTimeout_
のtelegrafセクションを10秒に編集します。詳細につ
いては、オペレータのを参照して"設定オプション"く
ださい。

一部のイベントログの_involvedobject_dataが見つか
りません。

上記の手順を実行していることを確認して"権限"くだ
さい。

2つの監視オペレータポッド（netapp-ci-monitoring-
operator-pod <pod>とmonitoring-operator-pod）が実
行されているのはなぜ<pod>ですか？

2023年10月12日付けで、Data Infrastructure Insights
は、ユーザへのサービス向上のためにオペレータをリ
ファクタリングしました。これらの変更を完全に採用
するには古いオペレータを削除します。、とが必要で
す。新しいものを取り付ける

Kubernetesイベントが予期せずData Infrastructure
Insightsに報告されなくなりました。

event-exporterポッドの名前を取得します。

`kubectl -n netapp-monitoring get

pods

grep event-exporter
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問題 次の操作を実行します

awk '{print $1}' sed 's/event-exporter./event-exporter/'`
「netapp-ci-event-exporter」または「event-
exporter」のいずれかにする必要があります。次に、

監視エージェントを編集し kubectl -n netapp-

monitoring edit agent、前の手順で見つけた適
切なイベントエクスポータポッド名を反映するよう
にlog_fileの値を設定します。具体的には、log_file
は「/var/log/containers/netapp-ci-event-exporter.log」
または「/var/log/containers/event-exporter 。log」の
いずれかに設定する必要があります。

….

fluent-bit:

…

- name: event-exporter-ci

substitutions:

- key: LOG_FILE

values:

- /var/log/containers/netapp-ci-event-exporter.log
…
….
あるいは、1つはまた、再インストールエージェント
をすることができますアンインストール。

リソースが不足しているため、Kubernetes Monitoring
Operatorによってデプロイされたポッドがクラッシュ
しています。

CPUやメモリの制限を必要に応じて増やすに
は、Kubernetes Monitoring Operatorを参照して"設定
オプション"ください。

イメージがないか無効な設定が原因で、netapp-ci-
kube-state-metricsポッドが起動しないか準備完了状
態になりました。これでStatefulSetが停止し、設定の
変更がnetapp-ci-kube-state-metricsポッドに適用され
なくなりました。

StatefulSetはステートに"切断"あります。設定の問題
を修正したら、netapp-ci-kube-state-metricsポッドを
バウンスします。

NetApp-ci-kube-state-metricsポッドがKubernetes
Operatorのアップグレード実行後に起動せ
ず、ErrImagePullがスローされる（イメージをプルで
きない）。

ポッドを手動でリセットしてみてください。

Kubernetesクラスタの[Log Analysis]で、「Event
discarded as being older then
maxEventAgeSeconds」というメッセージが確認さ
れています。

Operator_agentconfiguration_を変更し、event-

exporter-maxEventAgeSeconds（60秒）、event-

exporter-kubeQPS（100）、および_event-exporter-
kubeBurst_（500）を増やします。これらの設定オプ
ションの詳細については、ページを参照して"設定オ
プション"ください。
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問題 次の操作を実行します

Telegrafが警告するか、ロック可能なメモリが不足し
ているためにクラッシュします。

基盤となるオペレーティングシステム/ノード
でTelegrafのロック可能メモリの制限を増やしてみて
ください。制限値を増やすことができない場合
は’NKMOエージェントの構成を変更し
て'_unprotected_to_true_に設定しますこれによ
り、Telegrafはロックされたメモリページを予約しな
いように指示します。復号化されたシークレットがデ
ィスクにスワップアウトされる可能性があるため、セ
キュリティリスクが発生する可能性がありますが、ロ
ックされたメモリを予約できない環境では実行できま
す。_unprotected_configurationオプションの詳細に
ついては、ページを参照してください"設定オプショ
ン"。

Telegrafから次のような警告メッセージが表示されま
す。[inputs.diskio]「vdc」のディスク名を収集できま
せん：/dev/vdcの読み取り中にエラーが発生しました
：該当するファイルまたはディレクトリがありませ
ん_

Kubernetes Monitoring Operatorの場合、これらの警
告メッセージは問題なく無視してかまいません。  ま
たは、AgentConfigurationでtelegrafセクションを編集
し、_runDsPrivileged_をtrueに設定します。詳細につ
いては、を参照して"オペレータの設定オプション"く
ださい。
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問題 次の操作を実行します

Fluent-bitポッドが次のエラーで失敗していま
す。[2024/10/16 14:16:23][error][/src/fluent-
bit/plugins/in tail/tail_fs_inotify.c:360 errno=24]開いて
いるファイルが多すぎます[2024/10/16
14:16:23][error] failed initialize initialization failed.

クラスタの_fsnotify_settingsを変更してみます。

 sudo sysctl

fs.inotify.max_user_instances

(take note of setting)

 sudo sysctl

fs.inotify.max_user_instances=<som

ething larger than current

setting>

 sudo sysctl

fs.inotify.max_user_watches (take

note of setting)

 sudo sysctl

fs.inotify.max_user_watches=<somet

hing larger than current setting>

Fluent-bitを再起動します。

注：これらの設定をノードの再起動後も維持するに
は、_/etc/sysctl.conf_に次の行を追加する必要があり
ます。

 fs.inotify.max_user_instances=<so

mething larger than current

setting>

 fs.inotify.max_user_watches=<some

thing larger than current setting>

詳細については、のページまたはを"Data Collector サポートマトリックス"参照して"サポート"ください。

Memcached Data Collector

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してMemcachedから指標を収
集します。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。Memcachedを選択します。
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Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選
択します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
場合だけです。

4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。
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セットアップ

詳細については、を参照して"Memcached Wiki"ください。

オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。

オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

Memcached ネームスペースサーバ ノード IP ノード名 接続処理認証要求の受け
入れ失敗した認証バイト
読み取り (1 秒あたり ) バ
イト書き込み (1 秒あたり
) CAS Badval CAS Hits
CAS Mises Flush Reqs (1
秒あたり ) GET Reqs (1
秒あたり ) Touch Reqs (1
秒あたり ) Touch Reqs (1
秒あたり ) Connection
Wrqs (1 秒あたり ) 接続構
造未完了接続現在の保存
済みアイテムの数減少リ
クエストヒット数 (1 秒あ
たり ) 削除リクエストヒ
ット数 (1 秒あたり ) 削除
リクエストミス回数 (1 秒
あたり ) 削除リクエスト
期限削除有効な削除アイ
テム期限切れアイテム取
得ヒット数 (1 秒あたり )
取得ミス回数 (1 秒あたり
) Used Hash Bytes Hash
（使用済みハッシュバイ
トハッシュ）が拡張され
ています。要求ヒット（
1 秒あたり）が含まれて
います。サーバ要求ミス
（ 1 秒あたり）サーバ最
大バイトリッスン無効な
再要求されたワーカース
レッド数再要求された数
再要求されたワーカース
レッド数合計開かれた接
続数保存された

トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。
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MongoDB データコレクタ

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してMongoDBから指標を収集
します。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。[MongoDB]を選択します。

Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選択
します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
場合だけです。

4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。
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セットアップ

詳細については、を参照して"MongoDB のドキュメント"ください。

オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。
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オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

MongoDB ネームスペースホスト名

MongoDB データベース ネームスペースホスト名
データベース名

トラブルシューティング

情報はページから見つけることができ"サポート"ます。

MySQL データコレクタ

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してMySQLから指標を収集し
ます。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。MySQLを選択します。

Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選択
します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
場合だけです。

4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。
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セットアップ

詳細については、を参照して"MySQL のドキュメント"ください。
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オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。

オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

MySQL ネームスペース MySQL
サーバ

ノード IP ノード名 中断されたクライアント
（ 1 秒あたり）中止され
た接続（ 1 秒あたり） RX
バイト（ 1 秒あたり） TX
バイト（ 1 秒あたり）コ
マンド管理者（ 1 秒あた
り） コマンド Alter Event
コマンド Alter Function コ
マンド Alter Instance コマ
ンド Alter 手順コマンド
Alter 表コマンド Alter 表
領域コマンド Alter User
コマンド Alter User コマ
ンド Alter To Keycache コ
マンド BEGIN コマンド
Binlog コマンド手順コマ
ンド Change Master コマ
ンド Change Repl Filter
コマンド Check コマンド
チェックサムコマンドコ
ミットコマンドデータベ
ースの作成コマンド関数
の作成コマンドインデッ
クスの作成コマンド手順
コマンドの作成トリガコ
マンドの作成トリガコマ
ンドの作成 UDF コマンド
ユーザーコマンドの作成
ビューコマンドの作成
SQL 接続エラー作成した
tmp ディスクテーブル遅
延エラーフラッシュコマ
ンドの受け入れ ハンドラ
Commit InnoDB Buffer
Pool Bytes Data Key
Blocks Not flushed Key
Read Requests Key Write
Requests Key Writes Max
Execution Time Exceeded
Max Used Connections
Performance Schema
Accounts Lost Prepared
Stmt Count Qcache Free
Blocks Queries 質問フル
結合選択範囲選択範囲チ
ェックを選択します [ テ
ーブルロックを即時スキ
ャン ] を選択します
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トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。

netstat Data Collector の場合

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してnetstat指標を収集しま
す。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。netstatを選択します。

Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選択
します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
場合だけです。

4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。
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セットアップ

オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。

オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

netstat ノードUUID ノード IP ノード名

トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。

nginx データコレクタ

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してNginxから指標を収集しま
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す。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。[Nginx]を選択します。

Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選択
します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
場合だけです。

4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。

76

task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html
task_config_telegraf_agent.html


セットアップ

nginxの指標を収集するには、nginxを有効にする必要があり"HTTP_STUB_STATE_MODULE"ます。

詳細については、を参照して"nginx のドキュメント"ください。

オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。
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オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

nginx ネームスペースサーバ ノード IP ノード名ポート アクティブな処理済み読
み取り要求の書き込み待
機を受け入れます

トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。

PostgreSQL データコレクタ

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してPostgreSQLから指標を収
集します。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。PostgreSQLを選択します。

Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選択
します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
場合だけです。

4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。
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セットアップ

詳細については、を参照して"PostgreSQL のドキュメント"ください。
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オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。

オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

PostgreSQL サーバ ネームスペースデータベ
ースサーバ

ノード名ノード IP バッファ割り当てバック
エンドバッファバックエ
ンドファイル同期バッフ
ァチェックポイントバッ
ファクリーンチェックポ
イント同期時刻チェック
ポイント書き込み時間チ
ェックポイント要求チェ
ックポイント時間最大書
き込みクリーン

PostgreSQL データベース ネームスペースデータベ
ースサーバ

データベース OID ノード
名ノード IP

ブロック読み取り時間ブ
ロック書き込み時間ブロ
ックヒットブロック競合
の読み取りクライアント
数一時ファイル数一時フ
ァイル数行削除された行
取得された行数返された
行更新されたトランザク
ションコミット済みトラ
ンザクションロールバッ
ク

トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。

Puppet Agent データコレクタ

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してPuppet Agentから指標を
収集します。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。[Puppet]を選択します。

Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選択
します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
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場合だけです。

4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。

セットアップ

詳細については、 "Puppet のドキュメント"

オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。

オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：
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Puppet Agent ネームスペースノード
UUID

ノード名場所ノード IP バ
ージョン構成文字列バー
ジョン Puppet

変更合計イベント失敗イ
ベント成功イベント成功
イベントリソース合計変
更リソースリソース再起
動失敗リソース再起動リ
ソース再起動スケジュー
ルリソーススキップリソ
ース合計時間アンカー時
間設定取得時間 cron タイ
ム実行時間ファイルタイ
ムファイルタイムファイ
ルタイムファイルタイム
ファイルタイムスケジュ
ールタイムサービスタイ
ムスケジュール時間設定
キー合計 時間ユーザー

トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。

Redis Data Collector の場合

Data Infrastructure Insightsは、このデータコレクタを使用してRedisから指標を収集しま
す。Redis は、データベース、キャッシュ、メッセージブローカーとして使用されるオ
ープンソースのインメモリデータ構造ストアで、文字列、ハッシュ、リスト、セットな
どのデータ構造をサポートしています。

インストール

1. [Observability]>[Collectors]で、+ Data Collector *をクリックします。Redisを選択します。

Tegraf エージェントがインストールされているオペレーティングシステムまたはプラットフォームを選択
します。

2. コレクション用エージェントをまだインストールしていない場合、または別のオペレーティングシステム
またはプラットフォーム用のエージェントをインストールする場合は、[Show Instructions]をクリックし
て手順を展開し"エージェントのインストール"ます。

3. このデータコレクタで使用するエージェントアクセスキーを選択します。[+Agent Access Key] ボタンを
クリックすると、新しいエージェントアクセスキーを追加できます。ベストプラクティス：別のエージェ
ントアクセスキーを使用するのは、たとえば OS/ プラットフォーム別にデータコレクタをグループ化する
場合だけです。

4. 設定手順に従ってデータコレクタを設定します。手順は、データの収集に使用するオペレーティングシス
テムまたはプラットフォームのタイプによって異なります。
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セットアップ

詳細については、を参照して"Redis 文書"ください。
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オブジェクトとカウンタ

次のオブジェクトとそのカウンタが収集されます。

オブジェクト： 識別子： 属性： 「 dataPoints 」：

Redis ネームスペースサーバ

トラブルシューティング

詳細については、ページを参照して"サポート"ください。
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